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　 Chinese　crude 　drug “Xuduan 続断
”is　listed　ill　Sh色n ・nung −pen ．亡s’ao −ching 神Jk，，．本草経 as

the　remedy 　for　fracしure ，　contusion
，　low　back 　pain，　tumour 　pain　and 　secretion 　poverty　of

・breast　m 三1k，　and 　the 　prescriptions　 of 　Xuduan 　 are 　 also 　 included　 in　 many 　 other 　 Chinese

medica 夏books ．　 The　origin 　of 　Xuduan 　from 　China 　has　been　regarded 　 as 　 Dipsaczts　 asper

WALL ．，　but　it　has　not 　been　con 丘rnled 　ye 亡．

　 To 　clar 三fy　this
，
　we 　observed 　the　internal　structures 　of　the　roots 　of ヱ）ipsaczes”titis　DoN

from 　Nepal　closely 　related 　to　Di／psaczes　asper 　WALL ，，　Dipsaczts　ictPonicus　 MIQ ，　dis亡ributed

in　Japan　and 　Dipsctczts　sylvestris 　MILL．　cultivated 　in　Japan，　and 　studied 　the　distribution　of
PiPsaCZtS　 SPP ．．

　 The 　results 　 proved 　that 　the 　 crigln 　 of 　Xuduan 　from 　 China 　is　theroots 　of 　Dipsactts郵 ρσ

WALL ．　listed　 as 　 a　 kind　of　Xuduan 　in　Chung −ya。
・chih 中葯志

　 The 　diagnost三c　anatomical 　 characters 　Qf 　Xuduall　from 　China　and 　the 　roots 　of 　its　related

plants　are 　 shown 　 as 　TABLE 　 L

序 言

　続 断 は神 農本草経
3） の 上 品 に収載 され ，古 くか ら 筋 胃の 折傷 折撲・腰 痛 廱疽腫痛，乳汁分泌 不足 な どの 治療薬

と され ， 続断散
4），続断止 血湯

5），思1山続断圓
6）な ど多 くの 処 方 中 に み られ る漢薬 で ，わが 国 へ も中国 か ら輸入 され ，

神経痛，リ ＝ウマ チ な どの 治療薬 と され て い る．

　続 断 の 基源 に 関 し て は，歴代本草家が多 くの 説 をた て て い る・唐本草 の 注
3） に 「今俗用者是葉似苧而茎方根如大薊

黄白色……」 と記載 され ，韓保昇
3） も 「葉似苧茎方両葉対花紅 白色根如大薊

一
株有 五 六枝」 とほ ぼ 同意 見を述べ ，小

・
野蘭 山

7）は こ れらの 記載か ら，オ ドリ コ ソ ウ Lamiuin 　albtfne 　L ・var ・barbattt−m （SIEB・　et　Zucc ・）FRANcH ．　e 亡 SAvAT ．

1） 日本
1．
［11　es学 会大 会 で 発 表 （東 京 大 会，1966 年 5 月）．

2）Location： a ）Gofuleit，7
「
oyα脚 ； b）lio’wakae

，　Higasltiosaka，　Osaka； c）Tone ）
，ama ，7 o

）
．，onaka ，　Osaha．

3）唐 慎 微 ，
‘‘
重 修改 和 経 史証 類 備 用 本 草

”
， 7 巻，草 部．E品 之

一
ド，人 民衛 生 出 版 室1：夥 印 本，第 1 版，北 京，1957，

　 p．18L

4）孫思 靆 ，

‘‘
備急 千 金 要 方

”
，25 巻，国立 「卜国 医薬 研 究 所 ， 台北，1954

， p ．462．

5）孫思 遨 ，
‘c
千 金 翼 方

”
，18巻，国立 1

．1．1国 医 薬 研究 所 ，台 北 ，
1954，P ・　207・

6） 太 平恵 民和 剤 局 編，
‘‘
太 平 恵 民 和 剤 局 方 ∴ 人民衛生 出 版 社，1959，p．93．

．
7＞小野闡 出 口 擾 ， 小 野 惹畝録，井 口 楽 三 重 訂，

‘‘
重 訂 本 草 綱 目啓蒙∴ 岸 和 田 郡 学蔵 版 ， 11巻 ， 草 部 湿 草 類 ， 日

　 本古典 全 集 刊 行 会，東 京，1928，pp．244− 245．
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に あ て ， 当時 は 通説 に な っ て い た．図経本草
3）に は 晉州．絳州．越州 の 三 種 の 続断の 図 を あ げ，と くに越州続断 の 図

は Ci7’sittm 属植物 の もの で あ り・ 宋代 に は既 に各種の 商品が 出廻 一
， て い た もの と 思 われ る・し か し清代 の 植物名実

図考
8） に あ げ られ た 図は 明 らか に 1）iPsaczas属植物 で あ i1，以 後 Heury9 ） が 続断 の 基源 は Dipsacus α sPer 　WALL ・

（Dipsacaceae）で あ る と述 べ ，　 Stuartl2） も漢 口 の 続断は本植物 で あ る と し た．ま た Dielsg） は Dipsaczts　chinensis

BATAL ・と し，　 Bretshneideriii），　 Stuart12） は北京 市揚品 の 続断は Diρsacus 扣 ρo耽 齶 MIQ ．で あ る と した．趙橘

黄
1G） は JINS州お よ び北平市場品 の 川続断 は Z）iPsacus　asPer 　WALL ．を基源 とす る とし，　 DiPsactfs　 chinensis 　BATAL ．

（＝1）・i12er7nis　WALL ．）は み ら れ な い と云 っ て い る．宗定
14） は そ の 生薬学的研究 を行 な い ，奉 天 市場 品 は Dipsacus

属植物の 根 に 近 く， 口本産 の もの は Cirsiunz 属植物の 根 で，朝鮮産 の もの は PlilOi7zis　maxixzotvicxl ／i　REGEL ．オ オ

バ キ セ ワ タ の 根 で あ る と し た．現在中国 で は俗 に 1川続 と称 され，地方に ょ り 「万 断」，「万旦 」 お よび 「六汗」 と

も云 わ れ，そ の 基源 は 「卜葯 志
15 ），お よ び 中華人民共和国葯典

16） に
一
川続断 DiPsaCtfs　asPer 　WALL ・」 お よび 「続断

DiPsacus 扣ρo耽 z‘s　MIQ ．」 の 2 種が正品として あげ られ ，そ の 他 Di／）sacus 　 chinevasis 　 BATAL ．お よび Phlomis
u ”zbrosa 　TURcz ・が 時 に 代用 され る と し て い る．ま た葯 材学

17 ） に liDiPsactis 卿 ρo 痂 ご
・
743　M ［Q．をあ げて い る が ，

生 薬 の 記 文 お よ び 図 は Dip ．s’acus 　asPeT 　WALL ．と思 われ る．

　そ こ で 北京市場品 お よび 中国 か らの 輸入品 の 基 源 を知 る 目的 で，ネパ ー
ル 産 の 1）iPsacus　mitis 　DoN （＝∠）．　inermis

WALL ・D ・chii2c，iisis　BATAL・），わ が 国 に 分布す る D ．刀 ρ碗 c 欝 MIQ ．ナ ベ ナ お よび ヨ ーu ッ パ で 民間的 に 皮膚病
に 使用 され る

18）Dipsacus 　SJ，lvestris　MILL．オ ニ ナ ベ ナ の 根部 と比 較組織学的研究を行な い ，そ の 基源 を傍証 し得た

の で 報告す る．

実　験　 の　部

　 1）続　　　断

　 a ・材 料 ： 一等 続断，二 等続断 （1965年 ， 北京市場品）， 三 等続断 （1965年香港隆泰貿易行），続断 （1969年永大 行，

利 元 行， 同 徳行 か ら入 手の 香港市場 品， 1955年河村伊之助商店 ， 1965年 ， 1971年栃木天海堂 か ら入手 の 大阪市場

品），大川 断切調 （1969年香港市場品 の 飲片），

　 b ・形状 ： （Fig・1−A ） 根 は 長さ 5− 12　cm ，径 0．4− 1．8cm の 単一
長 円柱状 で，通常両端切断 され て い る．根 の

太 さに よ り等級 が 付 け られ ，一
等続断 （Fig．1−Al）は径 1．3− 1．8cm ，二 等続断 （Fig．1−A2）は径 1．0− 1．3cm ，三

等続断 （Fig・1−A3）は 径 0・7− 1・Ocm で ，香港市場品お よび わ が国 へ の 輸入 品 の 大部分 （Fig，1−A4，s）は細 く径 0．4−

O ・7cm で 不斉 に 湾曲 して い る．表面 は 灰黄 か っ色 か ら茶 か っ色 で ，多くの 縦 じ わが あ り，時にね じれ る．ま た 浅 い

横 じ わ と細 v・側根 の 残某が 認 め られ る，商品 中に 極 くわ ず か根頭部 の 付 い て い る もの （Fig．1−Au．7＞があ り，茎 の 残

部 お よび 横走 し た 小さな根茎 か ら 2− 3 ヴ）根 が 散生 し て い る もの が あ る．根 の 質 は硬 い が，折 れ や す い ．切断面 の 皮

部 は 灰 か っ 色 で 形成層附近 は茶 か っ色 ， 木部 は 道管の 部分が淡黄色 を呈 し 放射状に配列し，中心部は黄 か っ 色，ま

れ に皮部・木部 と も黒 か っ 色の 膠状 お よび 淡黄 白色 の もの が認 め られ る．飲片の 続断 は内切面 （Fig，1−As）黄 か っ 色

で ，湯通 し の た め部分 的 に 茶 か っ色 の 膠状 とな り，淡黄 色 の 道管 を含 む 維管束 が 縦走 す る・

　c ・内部構造
19）： （Fig・1−B − G，　Fig．2） 径 0．3cm 以下 の 根 （Fig．1−F ，2−L ）で は，皮層 の 柔組織が一部剥 が れ

8） 呉 其 濬，
」‘
槌 物 名 実 図 考

”
，上冊，11 巻，湿 草 類，中華 書 局，1963，P．268．

9） 祁 州 薬 誌
10 ） お よ び 植 物 名彙

ll ） か ら引 用 ，

10）趙僑 黄・
‘‘
祁 州 薬 誌

’卩
，第 1 架，国 立 北 平 研 究 院 生 理 学 研 究 所 生 薬 研 究 室，生 理 学 研 究 所 巾 文報 告 彙 干1」， 1936

，

　　pp．75−−77，122．
11） 松 村 任＝ 編 ，

‘‘
改 訂 植物 名彙

”
，前編，漢 名 の 部 ， 丸 善，東 京，1915，P．122．

12） G．A ．　Stuart，
‘
℃ hinese　Materia 　Medica ”

，　Shanghai ，1911，　p．　154．
i3） E．　Bretschneider ，

‘‘Boしanicon 　Sinicum”，　Part　II，　Shanghai，1892，　pp ．162− 163．
14）　宗 定豪云二

，　薬 誌 ，　56，479　（1936）．
15） 中 国 医 学 科 学 院 葯 物 研 究 所 等 編，

’t
中 葯志

”
， 第 11冊，人 民 衛 生 1．Li版 社，北京，1959

，
　PP．　528− 532，

16） 中 華人 民共 和 国 衛 生 部 葯 典 委 員 会編，
“
中 華 人 民 共 和 国葯 兵 1963年 版

一
部

”
，人 民衛 生 出版 社，北 京 ，

1964，
　　p．260．

17） 南 京 薬 学 院 薬 材 学 教 研 kl集体 編，
“
葯 材 学

”
，人 民衛 生 出版者「：， 北京 ，

1961，　pp．　662− 663，
18）Otto　GeBner ，

“Die　Gift− und 　Arzneipflanzen　von 　Mit亡eleuropa
”
，　 Carl　Winter 　 Universitatsverlag，

　　Heidelberg
，
1953，　p，318，

19） 内 部 蕾 造 の 記 載 は 生 に 横 切 而 に つ い て 行 な う，
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Fig. 3

Fig, 1. Chinese  Crude  Drug  
``Xuduan"

  A. Sketchs of  the crude  drug  
`'Xuduan]'.

  B-E  Diagrams  i!lustrating transverse  sections  of  the  root,

  G, Diagram  illustrating transverse  section  ef the lateral root.

  H. Diagrarn  illustrating longitudinal section  of  the root.

Fig.2. Detailed Drawing oi the Chinese Crude Drug  
'`XuduanT'

  A-F. Transverse  sections  of  the root.

  G-K.  Longitudinal  sections  of  the root.

  L, Transverse section  of  the  lateral root.

  M,  1-3: pitted vessels,  4-7: vasicentric  tracheids  9-11: wood  fibers

Fig,3. DiPsactcs mitis  DoN
  A. Sketch of  the  root.

  B-E.  Diagram  illustrating transverse  sections  ei  the roots.  (near
  F. Diagrarn illustrating longitudinal section  of the rooL

  G, H. Detailed drawing of transverse  sections  of  the  root.

  I, J, Detailed drawing  of  longitudinal sections  of  the root,

  K. 1, 2: pitted vesse!s,  3-5: vasicentric  tracheids,6:  wood  fiber

Fig.4. A:  DiPsactts .faponicus MTQ. B: DiPsacits sslvestris  MILL.
  1: Sketchs of  the root

  2: Diagrams  illustrating transverse  sections  of  the  root,

  3, 4: Detailed drawings  of  the transverse  sections  of  the root.

  5. Detailed drawing  of the longi'tudinal section  of  the  root.

  6: Detailed drawings  of  the tangential sectiens  of  the root.

  7: Detailed drawings of  the  radial  sections  of the root.
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ず に残存 し，内皮の 内側に規則 正 し く配列し た コ ル ク形成層が認 め られ る・主根部か ら散生 して い る径 0．7mm 以

下 の 根 （F三g．1−G ）で は 最外層 は 表皮 で ，皮 層 は数 層 の 柔 細 胞 か ら な D ，内皮 は 細胞膜が コ ル ク化 お よ び わ ずか に 木化

し ， 内 し よ うは 1− 2 層認 め られ る・根 の 径 0・3c エn 以上 で 単
一

長 円柱状 の 主根 の 最外層 は，皮層が剰離 し，内 し よ

う部位 に発達 し た コ ル ク層 か ら な る・ コ ル ク層 は 5− 10 層 の 接線方向に や や 長 い 長 方形 の コ ル ク細胞 か ら な り，根

の 径 1cm 以上 で は 10− 15 層認め られ る （Fig．2−A）・ コ ル ク 層の 内側 は 4− 10層 の 接線方向に 長 くの び た 柔細胞 か

らな る内 し ょ うが認 め られ る．内 し ょ うに内接 して 大型 の 裂隙が 多 く認 め られ ， 裂隙部 は本来径 5 一100
μ の 大きな

柔細匏か らな る柔組織 （Fig．2−−B ）で ，根 の 肥大生長 と と もに 各綿胞膜 が 離破生 し，裂隙 に なる．師部は数個 の 師管が

集合 し た 師管群が 師部柔細織 LP に 散在す る・師部放射組織 は 通常内 し よ うの 内側 の 大き な裂隙部 に沿 っ て 湾曲す る．

形 層 は 明 瞭 で ，環状 を呈す る・木部 は放射状 に 配列 し，道管は 主 に径 20− 70 μ，長 さ 150− 600 μ の 単せ ん孔 紋道管

（Fig．2−M エー3）か ら な p ，単独 で 存在す る も の と，道管 の 周 囲 に 道管周囲仮道管
2°）お よび 木部繊 維 が 配 列 し た も の と

が あ り，こ の 維管束群は太い 根で は ほ ぼ同心円状 に 配列す る （Fig ・］ B）・道管周囲仮道管 （Fig．2−Md −7）は，径 20−

30μ，長 さ 150− 500 μ で ， 膜 に は 小さな有縁孔が あ ワ，両端 は尖 る か 平坦 で，せ ん孔 は 認 め られ ず，大きな 道管 の

周囲 に 縦軸 方 向 に不 規 則 な群 を な し，し ば し ば 10− 15 個認 め ら れ る．木部繊維 （Fig．2−Mg −11）は 径 25− 35μ，長

さ 40Q− 700μ で ，而端 はす る ど く尖 ［），膜に は開 口部が斜め に な っ た 有縁孔があ り，孔紋の 数は道管周 囲仮道管 と

比 べ て 少 い ．ま た，しば しば 1個 の 孔紋道管の 周囲 に道管周囲仮道管の み が 認 め ら れ，木部繊維 を 欠 くも の もある

（Fig．2−D ＞．髄 は切断部位に ょって 髄径は ま ち ま ち で ，と きに は 認 め ら れ な い もの が あ る・ 単
一
長円柱状根の 先端部

で 径 0 ．3cm 以 下の 部分 （Fig．1−E，　F，2．L ）お よび細根 （Fig・1−G ）は木部がほ と ん ど孔紋道管 ， 道管周 囲仮道管お

よ び 木 部繊維 か ら な り，髄 は認 め られ な い ・根 の 径 0・6cm 以 下 の も の で は ，師部と木部の 巾が ほ ぼ 同
一

比 で あ る が、

そ れ 以士 の 根 で は木部 の 巾が 広 くな り，根 の 肥 大 に関与 して い る・木部放射組織 （Fig・2−J）は柔組織 ら か な り，巾広

く多列 で ，し ば しば根 の 中心附近 に 裂隙があ る・根 の 柔組織 中に は シ ；ウ酸 カ ル シ ウ ム の 集晶 を含有 した 細胞 が 認 め

ら れ，結品細 胞 は 縦切面 で は 長 さ 70− 250 μ で ，周 辺 の 柔細胞 と 同 じ大き さで あ る が，薄 い 隔膜 で 2− 15 室 に 隔離 さ

れ，そ れ ぞ れ に 1個 の 集晶を含有す る・集晶 の 大き さ は径 20− 30 μ で，ま れ に 径 40 μ に 達す る 大 きな もの が 認 め

られ る．な お コ ル ク 層 の 内側 の 内 しよ う部お よび師部柔組織，師部放射組織 の 外辺 部 の 結晶細胞 は隔膜性に な らず単

一の も の も認 め られ る・

　丑）Dipsacus 　 Miti8 　DON の さ艮部

　 a ．材料 ： Central　 Nepal （Myobasu − Samribhanjhan，　 al亡・2000− 2500　m ・1963 年 9 月 23 巨 ； Keronje −

Phuruchuku
，
　alt 　2000− 2500　m ．1963年 10月 1 日 ， 難波恒雄採集 品 ）

　 b．形状 ： （Fig．3−A ） 斜行 し た 小 さ い 根茎 の 各節か ら 1本 の 径 0・5− 0・8cm
， 長 さ 10− 15　cm の 単

一
長円柱状

の 根 が 散出 し，根 の 太 さは 基部 か ら 5cm 程 ま で は ほ と ん ど変化は ない ・縦 じ わ が あ り，径 1mm 以上 の 細根 が 散

出す る．乾燥品の 質は硬く，折れやす い・切断面 は黄 か っ色 か ら茶か っ色 で ，淡黄色 の 木部が放射状に 配列す る．に

お い は ほ とん どな く，味は苦 い ．極 め て 市場品続断 と似 て い る・

　 c ．内部構造 ： （Fig．3−B− K ） 径 0・5cm 以上 の 根 で は 最 外 層 は 表皮 お よ び皮 層 が 剥離 し，内 し よ う部位 に発 達

した 5− 10 層 の コ ル ク層か ら な り，そ の 内側の 内 し よ うは 4− 10層 の 接線方向 に長 くの び た柔細胞 か ら なる．内 し

ょ うに 内接す る裂隙 は ほ とん ど認 め ら れ ず，続断に み られ る よ うな大 きな柔細胞群 は な く， 師部放射組織 の
一

部 に さ

け 目が あ る だ け で あ る．木部 は 単せ ん 孔 の 孔紋道管 （径 20−− 70 μ，長 さ 150 −−600 μ）が 単独 も し くは 道 管周 囲仮 道 管

（径 20− 30 μ，長 さ 400− 700μ）が周囲 に 不規則 な群をな し，放射状 に配列す る．根 の 基部 （Fig．3−B ）で は 柔組織 か

ら な る 径約 O ．5　mm の 髄 が 認 め られ ，根 の 先端 に 行 くに し た が い 髄径 は 次 第に 小 さ くな り （Fig．3−C），中央部 （Fig．

3−D ）か ら先端 （Fig，3−E）に か け て は まった く髄 は 認 め られ ず，木部 で 占 め られ る・根 の 肥 大 は 主 に木部 の 肥厚 に ょ

っ て い る． ン ＝ウ酸 カ ル シ ウム の 集晶を含有し た結晶細胞 は 縦切面 で 長さ 70− 250 μ で ， 薄い 隔膜 で 2− 10 室隔離

され ， そ れ ぞれ に 1 個の 集晶を含む・集晶は 径 20− 30 μ で あ る・な お コ ル ク 層 の 内 側 の 内 し ょ う部 お よび 師 部柔 組

織 師部放射組織 の 外辺部の 結晶細胞 は隔膜 性に ならず単
一の もの が 多 く，まれ に 2− 3室 ｝こ隔離きれ る．

　皿 ） Dipsacres　 japonicus　MIQ．ナ ベ ナ の 根部

　 a ，材料 ： 奈良県大峰山 （1967 年 7 月 30 日久保道徳採集品），洞川 （1969年 8月 171r堀守広採集品），大阪府金剛

「⊥r（1967 年 7 月 50 久保道徳採集晶）， 京都府芹生 （1962年 9 月 7 日難波恒雄採集品）．

20）猪 野 俊平，
‘‘
植物糾織学

”
，改 正第 1版，内 田 老 鶴 圃 新 杜，東 京，1964，p．206． お よ び A ．　Fahn ，

‘‘Plant

　　Anatomy ”
，　Pergamon 　Press ，　Oxford ，

1967
，
　p．308．

（71 ）
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　 b，形状 ： （Fig．4−A＞ 主根は長倒円錐状で ，径 o ・5− 2・5cm
， 長 さ 15− 25　cm で 基部附近 は しば し ば斜行 し ，

径 0．3− 0．5Cln の 側根 が 多数 散 出 して い る・表面 は 黄か っ 色 か ら暗か っ 色で ，根 の 基部 の 太 い 部 ノ♪で は横 じ わ が 明

瞭 で，・艮の 中央部以下 の 直生 の
。附 で は 弯曲 し た 縦 じ わ が 認 め ら れ る・質は 軽 く，皮部は 裂隙が 多 く剥 1 匠しゃ す い ．

木部 ぽ 淡黄色 の 木質で 硬 く，破折し難い ・中心 部 は放射方向 に裂隙がみられ る．に お い は無 く，味 は わ ず か に 苦 い．

恨
．
上は 氾 く，根出葉の 残 基が節状に 正な り，細根が 輪状 に 散 ilし，茎 の 基部の 節 に も不 ノt 恨が輸生 す る．

　 c ．内部構造 ： （Fig．4A2 一
ア〉 径 0・5cm 以上 の 太 い 主根部 で は ， 表皮お よび 皮層 は剥離 し ， 最外

F
［
’
，i　3・．一一5 層 の

コ ル ク 層 か ら な り，そ の 内側 の 内 し よ うは，3− 5 層の 接湶方 向に長 くの び た柔細胞か ら な る・内 し よ うの 内側 に は 大

型 の 瓦 噴が 多数認 め られ，師部放射組織 は柔袖胞が 1− 3 細胞列 で 巾狭 く， 著 し く弯曲す る，こ の 部 分お よ び 師部柔

組蔽中に は，径 10− 20μ の シ ュウ酸 カ ル シ ウム の 集晶 が 認 め られ る・結晶細胞 は 縦断面 で 長 さ 40 −250
μ，薄 い 隔

嘆 で 2−−10 室に 隔離 さ れ，そ れ ぞれ に 1個 の 集 晶 を含 む・内 し よ う部 で は 結晶細胞は 極 め て 少 な く，隔膜性 に な らず，

1 細胞 ［Pに 1 個 の 集晶が 認 め られ る．木部は単せ ん孔 の 孔紋道管 （径 20− 70μ， 長 さ 15  一550 μ）， 道管1・、囲仮道管

（径 20− 30μ，長 LK 　l50− 400 μ）お よ び 極 め て 発達 し た 木部徹維 （径 20− 40μ，長 さ 400− 600　／t）か ら な る・ 木部放

刻 T 吐縅 は 1− 3 細胞列 で ，厚膜木化 し た 細胞 か ら な P，接 線縦断 面 （Fig．4−A7）で
1
よ縦径 10− 80μ の 細 ｝包が 1．一一2 

個縦軸方向に並 列 し，紡錘状 を呈 す る．放射縦断面 （Fig．4．− A6）で は放射組織 の 細胞 は 通常横径 よ P縦径 の 方が長 く

直立 状 で ，横臥細胞 は 認 め られ な い ．な お 黄切断 の iP 心部付近 は木部繊維が認 め られず，放射組識 も厚膜木 Ic せ ず ，

柔組織か らな り，し ば し ば 劒離 し 天 大きな 裂瞼 が認 め られ る．

　 IV） DipsaCUS 　sglvestris 　MILL ．オ ニ ナ ベ ナ の 根部

　 a ．材料 ： 大阪府服 部川 （1970年 5 月 20 目，6 月 24 日植里r正 治栽培 品），近 畿大学薬学部 薬草園（1970年 6月 3 口

寿（培 品）．

　 b．形状 ； （Fig．4−Bl） 主根 は基部太 く径 1．5− 2　cm で ，中央部 か ら急 に細 くな り，先端部 は著し く弯曲 し，1−

3 本 の やや太 い 側根 が み られ る，表面 は 灰黄か っ色 か ら淡責か っ色で ，ほ とん ど し わ が な い ．質は 軽く，皮部 は 暗か

っ 色で ， 木部 に 灰白色 か ら淡黄色 の オ質で 硬 く破折 し難 ヤ
・．に お い は無 く，味 は わず か に 苦い ．根 の 基部 の 中心部に

は 大 きな 裂隙が あ 丿，通常空洞 に な D ，根 の 中央部以下 は充実 して い る ．根茎 は 小さ く，根出葉 の 残基力 iJL状 に 重 な

D，節部 か ら多数 の 細根が散出 し ， 茎 の 基部 の 節 に も不定根力 輪生す る ．

　 c ．内部構造 ： （Fig．4−B2＿7） 最タト厂 は t 皮 ， も し くは か っ 色 の 内容物 に富 ん だ皮層の 柔細胞 か ら な り越 年 した肥

大根 に お い て も 内 し よ う部位 に は コ ル ク層 が 形成され な い ・内 皮 は接線方向に 長 く扁圧 され た 細胞 力 り な り，嘆重 は

コ ル ク化 お よび やや木化す る．内 し よ うは 4− 8 層 の 柔細胞 か ら な b， 師部放射組織の 外辺部は柔組織の 列数が多 く

な 1，，巾広 い ．シ ュウ酸 カル シ ウム の 隼晶 を 含有 し た 結 品細胞 は 縦 切 面 で 長 さ 30− 150μ で ， ll辺 の 柔細胞 よ ［〕や や

小 さ く，薄い 隔膜 で 2− 5 室 に 隔離 され ，そ れ ぞれ に 1 個の 集晶 を含む．まれ に 隔膜性 に な らず 1 つ の 細胞 中に 2．．5

個の 集晶 が認 め られ る も の が あ る ．集晶 は径 10− 20μ．木部 の 外冂部 は極 め て木部繊維が発達す る．単せ ん 孔の 孔
4
文

道管 （径 20− 70 μ，長 さ 150− 50D μ）に隣媛す る 道管 同 囲仮 道管 （径 20− 4  μ，長 さ 150− 400 μ）は わず か し か k，6め

られ な い ．木部繊礁 は Dipsacus ／

’
aψ onictts 　MiQ ．に 比べ て 短 く， 長さ 300− 400 μ て 径 2030

μ・放 射組織ぽ 1− 2

（3）細胞列 で 厚膜木化 した細胞 か らな り，放射縦断面 （Fig．4−B7）で は 直立状 で 横臥細胞 は 認 め られ な い ．木 。 lsの 中

心部は 木部繊維 を 欠 き，柔組織か らな り，放射組織 も厚膜木化 しな い ．髄 は 通常面め られ な い ．

考察 お よび結論

　1）以上 の 実験 に洪し た続1斫お よび Dipsacits 属植物の 根の 内部構造は特徹的 で，続断 と Dipsaczts　 mitis 　DoN は

杠 め て 類似 し，D ．　iaponicttsと 1）．　 SJ，gvestrisは 木部が 木
1』 鴫 ま っ た く構造 を異 にす る．そ れ ぞ れ の コ血弓ll点 を TABLE

I に 示 した．

　2） 宗定
14）は＃天 市場品 の 終断 の 内部構造 に 関 し て 「外皮部 に は 空階 がみ られ ，根 の 中心部 は柔組徹 をな さす，道

管お よ び 厚膜細胞 か らな り，シ ー一ウ酸 カル シ ウム の 集品 ぽ 主 に 皮部柔細胞 に 含 ま れ る」 と 述べ ，Dipsacus ］

’
aPonitttts

ナ ベ ナ は 「最外層は コ ル ク層 か らな り，皮部柔組織中に シ 。．ウ酸カ ル シ ウム の 集晶か認め られ，道管の 伺辺 は 主 と し

て 木 細胞 か ら な り，根 の 中心 は道管 お よ び木化 し た 厚膜細胞 か らな る 」 と述 べ ，こ れ らの こ と か ら奉天 li腸 品解
」
断

は DiPsaczts　reの もの に 近 い と報告 し て い る・し か し，表皮 お よ び皮層が 剥離 し，内 し よ う部位 に発 達 した コ ル ク 嚼

力最外層 に な る こ と，道管に 隣接 L て 道管月囲仮道管が認 め られ る こ と，切断部位 に よ り髄 の 径 に変化が あ る こ と，

お よ び シ ＝ウ酸カル シ ウム の 集晶を含有 した 結晶細胞 が 隔膜性 に な る な どの 鑑 別 点 に つ い て の 記載がな く，横切面 の

比較剖 見の み で ， 奉天市場品の 続断 が木部繊維 の 極 め て 発達 し た ヱ）iPsacus ）

’
aponicus と近似す る とは 云 い 囚隣

’・

（72 ）
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Table 　I．　 The　Comparative　Ana亡omical 　Characters 　 on 　the 　Roots　 of 　 l）ipsaczas

　　　　 spp ．　 and
‘‘Xuduan ”from　China ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Materials
　　　　　　　　　　 ＿．．一　　　　　　

」’Xuduan ”

Elements
ρ．7nitis 　　　 ρ ，ノaPo ”icus　　Z）．5メves〃 ガs

Cork　Iayers （pericycel　 region ）

Sli亡sVasicentric
　 tracheid

W ・・d ・bers ｛含瓢 ，、

Pith

Crysta亘 ILength（μ）
cel1 　　 ［Number 　of 　daughter 　cel1s

Dianleter　 of 　 clustered 　 crysta1 （μ）

5− 10（15）

　 廾

　 　 十

400− 700

十 〜一

　 70− 250

　 2− 15

20− 30（40）

10　

±

十

＋

5

　 　 400− 700
一ト（near 　stem ）
〜一（end 　of　r。ot）

　 　 70− 250

　 　 　 2− 10

　 　 　 20− 30

　 3＿5

　 丗

　 十

　 卅

400− 600

40− 2502

− 1010

＿20

　 none

　 ±

　 ±

　 幵

300− 400

30− 1502

．＿510

− 20

　今回，ネパ ー
ル 産 の DiPsacus　mitis 　DON と中国産続断 と比較組織学的研究 を行な っ た結果， コ ル ク層，師部，

木部の 状態，髄 の 有無 お よ び シ ー＝
．
ウ酸カ ル シ ウ ム の 集品 を含有 し た隔膜性結晶細胞 の 形状 な ど の 点 に お い て 両者 は

酷
．
似し，た だ 内 し よ うの 内側 に 大型 の 裂隙がほ と ん ど認 め られ な い とい う点が異な るだ け で，市場の 続断は 明 ら か に

Dipsacus 　 i71itiS　DON に 近似 した もの で あ る と推論 され る，宗定
14）の 報告 した奉天市場品も こ の もの で あろ うと思 わ

れ．る．

　3） 中国 で は DiPsaCtts 属植物 は D ．　asPer ，　D ．　mitis ，　D ．忽ρo窺 α ‘∫ の 3種 が知られ て い る．　 D ．　asPer 　WALL ．

は イ ン ド，ネ．パ ール ，中国の 1000− 2000m に か けて 普通 に みられ，分布域が 広 い
21・22＞，　 P ．　 mitis 　DoN （D ．　inern2is

WALL ．，　p ．　longicaztlis　WALL ．　D ．　roylei 　KLoTzscH ，　D ．　o宛伽 繭 s　BATAL 。と synonium ） は カ シ ミール か らブー

タ ン お よ び雲南の 2000− 3000m の 高所 に分布す る もの で
23），　 D ・asPer の 方が葉 に毛が多 く， 葉脈．｝：に 剛毛がある

とい うの み で 他は 極 め て 類似し て い る
21）． 根 の 外観も祁州 薬誌

10） に あ げ られ た 四川省松潘県 で の 採集品 の 胎葉標本

の D ．asPe 」
’
　WALL ．とネパ ー

ル で 採集した D ．　 mitis 　DON と は ま っ た く差異 が な い ．　 P4 砂 o ，z跏 3 は外部形態，内

部形態ともま っ た く異 る．

　4） 以上 の こ と か ら，北京，香港市場品お よ び わ が 国 へ の 輸入 品続断は DiPsacus　mitis 　DON に近似す る が ，　 D ．

f・nitis よ りも中国で は湖北，湖南，四 川 と広 い 分布域 をもち ， 中葯志
1の な ど で 正品の 続断 の 1 つ に あげて い る Dip −

sacus 　asPer 　WALL ．を あて るが妥当で ある と傍証す る．

　謝辞 ： 本研 究 を行 な うに あた り，賠 葉標本 の 鑑定 を され た 北村 四郎博士 ，お よ び 貴重 な標本 を恵 与 さ れ た 堀 守広

氏 ， 植野正治氏 に 深謝す る・

　 List　of 　abbreviations ：

　 c ： cambium 　ca ： clustered 　crystal 　 cx ： cortex 　 en ： endodermis 　 ep ： epidermis 　kl： cork 　Iayer

　 m ： pith　mph ： phloem 　 medullary 　ray 　mxy ： xylem 　medullary 　ray 　p ： parenchyma 　pg ： phellogen

　ph ： phloem 　pph ： phloem 　parenchyma 　pr ： pericycle 　s ： sieve 　tube　 s1 ： sli 亡 vp ： pitted　 vessel

　v 亡： vasicentric 　tracheid 　wf ： wood 　fiber　wp ： wood 　parenchyma 　xy ： xylen1
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”
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